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 はじめに 
 

この度は、飯⽥精機㈱「RC-Sprayer ⼩次郎」をお買い求めいただ

き、誠にありがとうございます。 
 

製品をご使用になる前に、取扱説明書を必ずお読み下さい。本製品の取り扱いを誤ると、事故や故障の 
原因となります。本書をよくお読みいただき、いつまでも安心・安全にお使い下さい。 

 

取扱説明書について 
 この取扱説明書及び別冊エンジン説明書・バッテリー取扱説明書には、製品の操作、点検・整備に必要な事項

が書かれています。必ずよく読んで理解して下さい。 
 この取扱説明書は、いつでも読めるように保管して下さい。 
 製品の改良の為、予告なく内容を変更する事が有ります。 
 損傷して読めない場合や紛失した場合は、弊社 HP からダウンロードするか、販売店から入手して下さい。 

弊社 HP︓https://iidaseiki-deve.jp/ 
 

注意事項について 

 ⚠ 警 告  ・・・ その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う事になるもの。 

 ⚠ 危 険  ・・・ その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性があるもの。 
 

製品を他人に貸す場合について 
 製品を他人に貸す場合は、事前に操作方法を教え、警告ラベルの説明をして下さい。 
 製品と一緒にこの取扱説明書及び別冊エンジン説明書・バッテリー取扱説明書も渡し、よく読んで理解した上で

作業するように説明をして下さい。 
 

 

その他のご注意事項について 
 本書に記載されている用途以外に使用しないで下さい。 
 製品をむやみに改造したり、コントローラー（プロポ）の設定を改変しないで下さい。 

保証の対象外となる場合がございます。 
 定期的に点検・整備を⾏って下さい。 
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 安全上の注意 

 
作業してはいけない人 
 次のような人は製品を使用しないで下さい 

 過労、病気、薬物の影響、その他の理由により正常な作業ができない人 
 酒気をおびた人 
 妊娠している、若しくは、妊娠している可能性がある人 
 取扱説明書の内容を理解していない人 
 農薬の影響を受けやすい人 

 

保護具の着用 
 作業に適し、体にあったものを着用して下さい。 
 作業中に着た服は、他の衣類と別に洗って下さい。 

 

使用中の注意 
 休憩をとりながら余裕をもって作業をして下さい。 
 ⻑時間の連続作業は避けて下さい。 
 危険を感じた場合はすぐに運転を中止して下さい。 
 次のような場合は製品の使用を避けて下さい。 

 降⾬時や落雷の恐れがあるとき 
 20°以上の急傾斜地 
 夜間や視界が悪い時 
 製品の近くに人がいる時 

 ホースに草などが絡んだまま巻き取ると、正常に動作しない場合がありますので注意してご使用下さい。 
 ホースに絡みついた草などを取り除くときは、必ずエンジンを停止して下さい。 

 

バッテリーについて 
 本製品は農機具用のバッテリーを使用しています。 
 バッテリーを交換する際は、農機具用のバッテリーに交換して下さい。（相当品でも可） 
 くれぐれも⾞載用のバッテリーを搭載しないで下さい。 
 万が一、故障、事故、その他トラブルが発生しても保証の対象外となる恐れが有ります。 

 
  

⚠ 警 告 
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 安全上の注意 

 
薬剤について 
 薬剤の取り扱いには十分注意し、農薬に直接触れないで下さい。 
 薬剤を使用するときは、適切な衣類と正しい保護具を⾝に着けてから作業して下さい。 
 薬剤は安全な場所に保管し、運搬の際には袋が破れないように気を付けて下さい。 
 使用済みの薬剤の袋・容器は害のないように処理して下さい。 
 使用中に体調に異常を感じたら、直ちに医師の診断を受けて下さい。 
 風向きによって散布方向を変え、作業者や住宅等に影響が出ないように注意して下さい。 
 道路に⾯した場所で作業する場合は、通⾏人や通⾏⾞両に薬液がかからないよう注意して下さい。 

 
運搬時について 
 トラックなどへの積込み および 積降ろし作業 

 トラックへの積込み、積降ろしを⾏うときは平たんな場所で⾏って下さい。アユミ板（ラダー）が外れたり、トラッ
クが動いたりして本製品が落下する恐れがあります。 

 トラックを駐⾞するときは、駐⾞ブレーキをかけ、タイヤ止めをするなど、トラックが動かないようにしっかり固定して
下さい。 

 周囲に人を近づけないで下さい。 
 本製品が滑る恐れのある方向には人を⽴たせないで下さい。 

 アユミ板について 
 積込み、積降ろしには基準に合ったアユミ板を使用して下さい。アユミ板がずれたり、外れたりして本製品が落
下する恐れがあります。 

 アユミ板はフックが付いているものを使用し、トラックの荷台に段差が無いように確実に掛けて下さい。 
 アユミ板は下記表のスペックに適しているものを使用して下さい 
 

⻑さ トラックの荷台の高さの 4 倍以上のもの 
幅 250 ㎜以上のもの 
縁の高さ 50 ㎜以下の物 
数量 2 枚 
強度 1 枚が 200kg 以上に耐えうるもの 
形状 ⾛⾏⾯が平⾯で滑り止めのあるものや、はしご状のもの 

 
 
  

⚠ 警 告 
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 安全上の注意 

 
 方向転換時の注意 

 アユミ板の上では方向転換しないで下さい。旋回したりすると落下する恐れがあります。 
  

 輸送時の注意 
 トラックに積込み後、本製品に輪止めをするなど本製品が荷台で動かないようしっかり固定して下さい。 
 運送中は本製品が荷動きする可能性が有りますので、急発進、急ブレーキ、急ハンドルは避けて下さい。 

 
  

⚠ 警 告 
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 サービスと保証について 

 

この製品には、保証書が添付してありますのでご使用前によくご覧下さい。 

ご相談窓口 

 ご使用中の故障やご不明な点、および、サービスについてのご用命は、お買い上げ頂いた代理店にご相談下さ
い。 

 その際、型式とシリアル№を併せてご連絡下さい。 
 なお、部品をご注⽂の際は、代理店にて部品表を準備しておりますので、そちらでご相談下さい。 

 

保証について 

 定期メンテナンスや消耗品交換等は有償となる場合があります。 
 使用者の起因となる故障、外的要因による故障等は保証期間内でも有償となる場合があります。 

 
 

  

⚠ 警 告 
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運転灯（緑） 

各部の名称 
 

本製品の名称 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

正面 

ファン角度調整 

十字ノブ 

掃除用窓 

サイドバー 

スプロケット 

テンリン 

ユウドウリン 

警告灯（赤） 

ファン 

運転ボタン 

（緑） 

停止ボタン 

（赤） 

非常停止ボタン 

ホース 

燃料タンク 

キャップ 

Vベルト 

スロットルレバー 

チョークレバー 

左クローラー 

リコイルスタータ
セルキー 

右クローラー 

背面 
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 各部の名称 
 

本製品の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

本体内部 

電磁弁（4 制御） 水抜き用バルブ 
クローラーカバーF 

LED F-ライト 

バッテリー 
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 各部の名称 
 

コントローラー（プロポ）の名称 

 
※説明のないスイッチは使用しません 

 
  

⾛⾏速度切替スイッチ 

LED ランプ ⻘ LED ランプ 赤 
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 警告表示ラベルの取り扱い 

 
警告ラベル 
 本機には、次の警告ラベルが貼り付けてあります。ご使用前にラベルの意味を理解した上で作業して下さい。 
 常に汚れや泥を取り、表示内容がはっきりと⾒えるようにして下さい。 
 警告ラベルが損傷した場合は、販売店からラベルを購入し、同じ場所に貼って下さい。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

⚠ 警 告 
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 使用前の準備 

 
運転前点検 
 安全作業のため、26 ページに記載の日常点検項目を参照して、操作前に点検をして下さい。 

整備不良のまま使用すると事故や重傷を負う原因となります。 
 ⻑期保管後は、日常点検および定期点検を⾏ってから使用して下さい。 

 

薬液タンクについて 
 使用する薬液タンクの取り扱い説明書をご覧いただき、注意事項を確認の上ご準備下さい。 

 

動⼒噴霧器について 
 使用する薬液タンクの取り扱い説明書をご覧いただき、注意事項を確認の上ご準備下さい。 
 ガソリンが満タンになっているか確認して下さい。 
 ゴミが入らないようにストレーナーが破損していないか事前に確認して下さい。 
 3.5Mpa〜5.0Mpa のものを使用して下さい。（推奨） 

3.5Mpa 以下ですと、充分に農薬を散布できない可能性が有ります。 
 

本製品について 
 ガソリンが満タンになっているか確認して下さい。 
 本製品をトラックに積み降ろしするときは、作業に関係のない人を近づけないで下さい。 
 本製品を運搬するときは、トラックの最⼤積載量、荷台寸法を確認し、過積載、オーバーハングにならないトラック

を使用して下さい。 
 作業前にファンの角度（噴霧方向）を調整して下さい。 ※下図参照 

 
図の十字ﾉﾌﾞを緩め左右に動かし、４つのファン
の角度を調整して噴霧方向を調整して下さい。 
最⼤ 30 度まで変える事ができます。 
角度を調整した後は、十字ノブをしっかり締めて
下さい。 

 
  

 

⚠ 警 告 
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 使用前の準備 

 
本製品のコントローラー（プロポ）について 
 充電が十分にあるか確認して下さい。（充電時間 約 15 時間） 
 充電は自動で終了しませんので、充電終了後はコネクターから外し、充電器をコンセントから抜いて下さい。 
 アンテナのネジが緩んでいないか確認をして下さい。 
 アンテナが損傷していないか確認をして下さい。もし、損傷していたらアンテナを交換して下さい。 

※ネジが緩んだまま、または、損傷したまま使用していると本体と通信が途切れる可能性が有ります。 
 落下防止の為のストラップを付けてからご使用下さい。 
 

  

⚠ 警 告 
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 使用前の準備 

 
本製品のエンジンについて 

 輸送時、安全性の確保の為、ガソリン、及び、エンジンオイルを抜いてある場合が御座います。 
初めて使用するときは必ずガソリン、及び、エンジンオイルが必要量入っていることを確認して下さい。 

 使用する燃料及びエンジンオイルについては、別冊エンジン説明書をご覧いただきご準備下さい。 
 使用する前に別冊エンジン説明書ご覧いただき、必ず点検を⾏ってから使用して下さい。 

 

本製品のセッティングについて 
 作業する前に、動⼒噴霧器と本製品のホース先端のワンタッチ継手を繋げて下さい。 ※下図参照 
 本製品のホースを直接動⼒噴霧器に繋がないで下さい。カラビナで固定できず、動⼒噴霧器が引っ張られ落下

等する危険が有ります。 
 

 
 

 

 ⚠ 注 意  
 
 本体ホースの端についているカラビナを固定できる場所（軽トラックなど）に繋いで固定して下さい。 

固定することで、作業中、動⼒噴霧器が引っ張られるのを防ぎます。 ※下図参照 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

薬液タンク 

動⼒噴霧器 

RC-Sprayer ⼩次郎 

 

⚠ 警 告 
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 使用前の準備 

 
本製品は、一般道路の⾛⾏はできません。 

 本製品を⾛⾏させる前に、周囲の安全をよく確認して下さい。確認を怠ると事故の恐れがあります。 
 ⾛⾏中はよそ⾒をしないで下さい。本製品以外を⾒るときは、必ず⾛⾏を停止して下さい。 

 
電源の入れ方 

1.プロポの電源 
① 右クローラースティックを手前に倒した状態で、電源スイッチを上にスライドして電源を入れます。 

ホーム画⾯が表示され、電波が発射されます。 
② 電源スイッチ上の赤と⻘の LED ランプが点灯したら準備完了です。 

 
2.エンジンの始動（別冊エンジン説明書を参照して下さい。） 
① プロポの電源を入れた後、⼩次郎本体の運転ボタン（緑）を⻑押し（3 秒位）します。 
② 燃料コックを開きます。 
③ セルキーを運転から始動に回し、エンジンを始動します。 
④ エンジンが始動したらセルキーをゆっくりと運転の位置に戻します。 
⑤ スロットルレバーを高速の位置まで開きます。 

 
⚠ 注 意  

    ※プロポと本体の電源を入れると、通信を開始します。通信が完了するまで 20 秒ほどかかります。 
この間はプロポの操作をしないで下さい。 

 
  

⚠ 警 告 
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 使用前の準備 

 
電源の切り方 

1.エンジンの停止（別冊エンジン説明書を参照して下さい。） 
① スロットルレバーを低速の位置に戻します。 
② セルキーを停止の位置に回しエンジンを切ります。 

※セルキーが運転のままですとバッテリー上がりの原因になります。 
③ 停止ボタン（赤）を押します。 

※エンジン停止後も冷却用ファンは 10 分ほど稼働し、停止します。 
④ 燃料コックを閉じます。 

 
2.プロポの電源 
① 電源スイッチを下にスライドして電源を切ります。 
② LCD 画⾯が消灯します。 

 

  

⚠ 警 告 
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 コントローラー（プロポ）操作方法 

 
噴霧方法について 

 

図のファンスイッチで左右のファンのオンとオフの切り替えが⾏えます。 
※標準タイプは左右の二分割と全⾯のみ。オプションにて四分割が可能。 

 ▼全方向噴霧イメージ                      ▼片側方向噴霧イメージ 

 

図の風量つまみでファンの風量を 0 から最⼤まで無段階に調整ができます。 

 

⾛⾏方法について 

 

図のクローラースティックで本製品を⾛⾏させます。 
左のスティックが左側のクローラー用、右のスティックが右側のクローラー用です。 
スティックを奥に倒せば前進し、手前に倒せば後退します。 
片方のスティックを奥に倒し、もう片方のスティックを手前に倒せば、その場で旋
回します。 

 

非常停止ボタンについて 

 

図の非常停止スイッチ（⿊いボタン）を押すと、エンジンからファンまで全て停
止します。 

 

⾛⾏用スティックについて 
 ⾛⾏用スティックは、セルフニュートラル（指を放すとスプリングでニュートラルに戻る）となっています。 

操作途中で⾛⾏用スティックから指を放すと⾛⾏が止まります。 
 
  

⚠ 警 告 
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 散布作業中の注意事項 

 
 作業中、危険を感じた場合には、すぐに非常停止ボタン押して下さい。 
 移動しながらコントローラーを操作する場合は、樹木の枝などに十分注意して下さい。 
 作業をする場所をよく調べ、作業関係者以外の人（特に子供）が近くにいない事を確認して下さい。 
 本製品の上には人や物を乗せないで下さい。 
 ファンに物やゴミが絡んだ場合は、必ずエンジンを切り停止ボタンを押してからファンの清掃をして下さい。 

本製品の電源が入っている時には、手や髪の毛、衣類などをファンに近づけないで下さい。 
 

 作業をする場所をよく調べ、作業関係者以外の人（特に子供）・動物・養蚕・養蜂・他の作物などが近くにない
ことを確認して下さい。無防備な第三者の薬害事故や、環境被害の原因となります。 

 薬液の分散を防ぐため、風のない温度が安定している朝や夕方に散布して下さい。気温が上がると、薬液が空気
中に上昇したり気化したりします。また、風に乗って予期しない方向へ薬液が飛び、薬害事故の原因となります。 

 風が強いときには散布作業をしないで下さい。風向きが急に変わり、近隣の住宅地や関連の無い畑など、予期し
ない方向へ薬液が飛ぶことがあります。 

 散布作業中は、喫煙や飲食をしないで下さい。タバコや飲食物に付着した農薬が、それらを介して体内に入る恐
れがあります。 

 あらかじめ除草などの管理作業をして下さい。 
 農薬散布直後の圃場に無防備で入らないで下さい。 
 薬液が乾くまでは「⽴入禁止」等の表示を置いて、第三者の⽴入を禁じて下さい。薬害事故の原因となります。 
 １名で散布作業は可能ですが、道路に⾯した場所で作業する場合等は補助者を 1 名おき、通⾏人や通⾏⾞

両に薬液がかからないよう注意して作業して下さい。 
 

 
自然風に対して 

薬液の到達性は自然風の影響で⼤きく変化します。その日の気象状態をよく考えて散布速度や⾛⾏順を決め
て下さい。できるだけ無風時（早朝や夕方など）を選んで散布すると到達距離が増します。 

 
  

⚠ 警 告 

⚠ 危 険 
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 散布作業中の注意事項 
 

⚠ 注 意  

故障の原因となりますので、次の事項には十分注意して下さい。 
クローラーについて 
 クローラーでホースを踏まないように注意して下さい。 
 その場で旋回をするときは、必ず左右のクローラーを動かしながら⾏って下さい。 
 ホースを出しながらの 90°以上の旋回は絶対に⾏わないで下さい。 

 
噴霧について 
 4 制御仕様の場合、動噴の圧⼒を 5.0Mpa で使用する時は、必ず二カ所以上から噴霧して下さい。 

一ヶ所のみで噴霧するとチューブの継手が破損する場合が有ります。 
 
ホースについて 

 ホースがドラムの中で絡んでいる時は、手動でホースを引き出し、プロポ操作にてゆっくり巻き戻して下さい。 
 ホースの巻取が上手くできない時や、ホースを巻き取らない場合はホース巻取り機構に異常が発生している可能

性があります。購入先代理店さんにお問い合わせ下さい。 
 
プロポについて 

 使用中、本製品とプロポの間で、障害物等により通信が遮断される場合があります。通信が遮断されると誤作動
したり、本製品の電源が切れる場合が有ります。 
なるべく、⾒通しが良い状態で使用して下さい。 

 
エンジンのセルキーについて 

 エンジン停止後、セルキーを必ず停止位置にするかキーを抜いて下さい。 
運転位置のままですとバッテリー上がりの原因となります。 
また、バッテリー容量が少ない状態で使用していると、場合によっては誤作動したり、上手く動かない場合がありま
す。 
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 散布作業中の注意事項 

 
警告灯について 

 警告灯（赤色）が点滅した場合は、直ちに作業を中断し、⼩次郎本体の電源を OFF にして下さい。 
電源 OFF 後、10 分程度、冷却ファンが作動します。 
冷却ファンが止まったことを確認できたら、作業を再開できます。 

※作業を再開しても直ぐに警告灯が点滅する場合は、下記の様に 
電源 OFF ⇒ 10 分程度冷却 ⇒ 電源 ON ⇒ 電源 OFF ⇒ 10 分程度冷却 
冷却動作を繰り返し⾏って下さい。 

 再度電源を入れても警告灯が点灯、または、5 回点滅していた場合は、購入先へお問い合わせ下さい。 
 
  

⚠ 警 告 
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右
側
भ
ा
散
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①  

② 

③ ⑤ ⑦ 

④ ⑥ ⑧ 

散布作業の手順 
 

次の手順で薬液を散布して下さい。 
 使い始めの時には、ホースの中に洗浄水が溜まっている場合が有ります。洗浄水が薬液に変わるのを確認してから散

布作業を開始して下さい。（おおよそ 30 秒位が目安です） 
 あらかじめ散布する順路を決めます。（散布順路参照） 
 プロポの【 送風・噴霧 切り替えスイッチ 】、【 ファンスイッチ 】が OFF になっていること、【 風量ツマミ 】が 0 になって

いることを確認して下さい。 
 噴霧は⾏わず、本製品を順路通りに⾛⾏させて下さい。 
 目的地①に着きましたら、プロポの【 送風・噴霧 切り替えスイッチ 】を噴霧に入れます。 
 噴霧したいファンの【 ファンスイッチ 】を ON にし、【 風量ツマミ 】を回し風量を調整し噴霧を開始します。 
 薬液を噴霧しながら順路を戻ります。ホースは自動で巻き取ります。 
 噴霧中に、噴霧方向や噴霧量を調整しながら⾛⾏して下さい。 
 噴霧が終了しましたら、【 ファンスイッチ 】、【 送風・噴霧 切り替えスイッチ 】を OFF にし、噴霧を停止します。 
 次のうねへ移動し、③〜⑧を繰り返し⾏って下さい。 
 プロポの【 ファンスイッチ 】、【 送風・噴霧 切り替えスイッチ 】の OFF を確認したら本体のエンジンを停止して下さ

い。 
 ほ場の奥から散布を開始すると、より体に農薬がかかりにくくなります。 
 
（例）散布順路 
 

…⾛⾏のみ 
…農薬散布 

 
                                                  …本製品（数字は順路） 
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 作業後の清掃について 

 
 平坦な場所で、エンジンを停止し、製品が冷えてから清掃をして下さい。 
 清掃する前に送風機が確実に停止し、薬液が出ていないことを確認して下さい。火傷や事故の原因となります。 
 寒冷時の使用後は、凍結による破損事故を防ぐため、洗浄用の清水に不凍液を入れ洗浄して下さい。（ホー

ス内の水は完全には除去できません）不凍液の取り扱いに関しましては代理店さんにお問合せ下さい。 

 
1 ⽇の散布作業が終わったら、次の要領で使用後の清掃をして下さい。 

 

本製品の洗浄運転 
 薬剤で汚れた部分は清水できれいに洗浄し、製品は常に清潔な状態にして下さい。 
 薬液タンクに清水を補給し、掃除窓を外し電磁弁についているコックを手前にひねりホース内の洗浄を⾏って下さ

い。プロポの操作は必要有りません。 
 ホース内の薬液が清水に変わりましたら、噴霧の要領で 30 秒以上吐出し、ノズルの洗浄を⾏って下さい。 

噴霧中、ファンのスイッチを数秒ずつ切り替えながら、左右のノズルを洗浄して下さい。 
 洗浄液は外部に廃棄しないで下さい。 
 ノズルも時々外して清掃して下さい。 
 ホース内の水抜きは掃除窓を外し、電磁弁についているコックを手前にひねり水抜きを⾏って下さい。 

水分が完全に抜けるのを確認したら、コックを元に戻し掃除窓を取り付けて下さい。 
 ホース誘導ローラーにゴミが付着していたら、ゴミを除去して下さい。 

 

本製品の送風機の清掃について 
 送風機の吸い込み口に木の葉、⼩枝などが付いていると、送風効果が低下します。その都度エンジンを停止し、

ファンが確実に停止していることを確認してから取り除いて下さい。 
 

プロポの清掃について 
 チリやほこりが付いた場合はきれいな布で拭き取って下さい。 

 

本製品のエンジンについて 
 別冊エンジン説明書をご覧いただき、エンジン各部の清掃を⾏って下さい。 

  

⚠ 警 告 
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 作業後の清掃について 

 
薬液タンクの清掃について 
 使用する薬液タンクの取り扱い説明書をご覧いただき、清掃を⾏って下さい。 

 

動⼒噴霧器の清掃について 
 動噴からホースを抜くときは必ずホース内の減圧をしてから⾏って下さい。 

減圧方法は動噴の電源を OFF にし、プロポにて噴霧のみ⾏って下さい。 
 使用する動噴の取り扱い説明書をご覧いただき、清掃を⾏って下さい。 

 
  

⚠ 警 告 
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 ⻑期保管について 
 
本製品の保管について 

 ⻑期間お使いにならない場合は、次のような場所には保管しないで下さい。 
 熱、直射日光があたる場所 
 ⾬にさらされる場所 
 火気を使用する場所 
 湿気の多い場所 
 平坦でない場所や安定しない場所 
 本製品の知識が無い人（特に子供）が触ることができる場所 

 

プロポの保管について 
 次のような場所には保管しないで下さい。 

 幼児の手の届く場所 
 極端に暑い場所（40℃以上） 
 極端に寒い場所（-10℃以下） 
 直射日光があたる場所 
 ⾬にさらされる場所 
 湿気の多い場所 
 振動の多い場所 
 ほこりの多い場所 
 蒸気や熱があたる場所 

 専用充電器は充電時以外、電源コンセントから抜いておいて下さい。 
 

本製品のエンジンについて 
 本製品を保管する際には、別冊エンジン説明書をご覧いただき、注意事項をよく確認の上保管して下さい。 

 

薬液タンクの保管について 
 使用する薬液タンクの取り扱い説明書をご覧いただき、保管して下さい。 

 

動⼒噴霧器の保管について 
 使用する動⼒噴霧器の取り扱い説明書をご覧いただき、保管して下さい。 
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 点検・整備 

 
 平坦な場所で、エンジンを停止し、製品が冷えてから点検・整備を⾏って下さい。 
 点検・整備する前に送風機が確実に停止し、薬液が出ていないことを確認して下さい。火傷や事故の原因となり

ます。 

 

点検・整備に関する注意事項 
 毎⽉、毎年の点検・整備をした日を記録して下さい。 
 1 年に 1 回以上は、お買い求めの販売店に定期点検を依頼して下さい。 
 補用品や消耗品は必ず純正部品または指定品を使用して下さい。 
 ロングライフクーラントやオイル交換後の廃液、不凍液は家庭用ゴミと異なり産業廃棄物に該当します。みだり

に廃棄すると、法律により罰せられます。専門の廃棄物処理業者で処理して下さい。 
 

⽇常点検・定期点検 
 本製品の性能を十分に発揮し、安全な作業をしていただけるように、日常点検を⾏って下さい。 

 
⽇常点検項目 

■エンジンを始動する前に 

点検箇所 点検内容 異常時の処置方法 

燃料 作業に必要な燃料は入っているか ガソリンを入れる 

ファン ⻲裂や⽋けはないか 購入先へ連絡 

クローラー 
転輪、誘導輪に枯草やごみなど詰まっていないか 清掃する 

クローラーに⻲裂は入っていないか 購入先へ連絡 

V ベルト 
緩みはないか 

購入先へ連絡 
⻲裂はないか 

本体 ボルト・ナット類にゆるみはないか 締め付ける 

プロポ 
充電は十分か 充電する 

アンテナまたはスイッチ類の緩み または 破損はないか 購入先へ連絡 

 
  

⚠ 警 告 
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 点検・整備 

 

⽇常点検項目 

■エンジンを始動したら 

点検箇所 点検内容 異常時の処置方法 

エンジン 異⾳はしないか 
購入先へ連絡 

停止ボタン スイッチを押すとエンジンが停止するか 

■プロポを操作して 

点検箇所 点検内容 異常時の処置方法 

左右スティック 作動に異常はないか 

購入先へ連絡 各スイッチ 切り替わるか 

緊急停止ボタン 停止するか 

   

   

 

  

⚠ 警 告 
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 困ったときは 

 
エンジン 

※エンジンについては付属のエンジン取扱説明書をご覧下さい。 
 使用する燃料及びエンジンオイルについては、別冊エンジン取扱説明書をご覧いただきご準備下さい。 
 使用する前に別冊エンジン取扱説明書ご覧いただき、必ず点検を⾏ってから使用して下さい。 
 もし、本機を使用中に次のような症状がありましたら、必ずエンジンを停止し、プロポの電源を OFF にして次の点

をご確認下さい。 
 解決しない場合は、販売店にお問い合わせ下さい。 
 

本製品 

症状 チェックポイント 処置 

本体の電源が入ら
ない 

バッテリーターミナルは外れてい
ませんか 

バッテリーターミナルをバッテリーにつなぐ 

バッテリーの充電はできていま
すか（バッテリーのインジケータ
ーは緑色になっていますか） 

バッテリーを充電して下さい 

非常停止ボタンが ON になっ
ていませんか 

非常停止ボタンを OFF にする 

セルを回してもエン
ジンがかからない 

本体の電源は入っていますか 
緑色の電源ボタンを⻑押して電源を入れ
て下さい 

エンジンに燃料は入っています
か 

ガソリンを入れて下さい 

フューエルコックは開いています
か 

フューエルコックを開いて下さい 

エンジンに付いている KS-1 コ
ードを抜いてセルを回してもエ
ンジンがかからない 

エンジンの不具合が考えられます 
代理店にてエンジンの点検を⾏って下さい 

エンジンがかかっても数
秒後に止まる 

フューエルフィルターは汚れていま
せんか︖ 

ガソリンに異物、または、水が混入している可
能性が有ります 
代理店にてフューエルフィルターの清掃を⾏っ
てください 

 
  

⚠ 警 告 
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 困ったときは 

 
本製品 

症状 チェックポイント 処置 

噴霧量が少ない 動⼒噴霧機の圧⼒が弱くない
ですか 

お使いの動⼒噴霧機の圧⼒を上げて下
さい 

薬液が出ない、また
は、噴霧量が少な
いノズルがある 

ノズルにごみ等詰まっていませ
んか 

ノズルを外し、ごみ等を除去して下さい 

ホースが上手く巻か
れない 

ホースに捩れや、偏りがないで
すか 

一度手動でホースを引き出し、コントロー
ラーのスティックを軽くバックに入れてホース
を巻いて下さい 

 
プロポ 

症状 チェックポイント 処置 

プロポで操作できない 電源を入れるとき、本体とプ
ロポの距離が 10ｍ以上離
れていませんか 

10ｍ以内で電源を入れて下さい 

プロポのバッテリーは不⾜して
いませんか 
バッテリー残量が 5.6V を下
回るとアラーム⾳がします 

プロポのバッテリーを充電して下さい 
充電しても十分に充電できない場合は
バッテリーを交換して下さい 

作業中 30ｍ位本体と
離れると操作できなくな
る 

プロポのアンテナのネジが緩
んでいませんか 

ネジを締める（※締めすぎると破損する
恐れがあります） 

プロポのアンテナが損傷して
いませんか 

プロポのアンテナを交換して下さい 

プロポの右スティックを下
げてもアラーム⾳が鳴り
やまない 

プロポのバッテリーは不⾜して
いませんか 
バッテリー残量が 5.6V を下
回るとアラーム⾳がします 

プロポのバッテリーを充電して下さい 
充電しても十分に充電できない場合は
バッテリーを交換して下さい 

プロポの電源を入れたらパ
ワーモードになってしまう 

プロポに水滴がかかったりしてい
ませんか︖ 

プロポのバッテリーを外し、数時間放置し、再
度バッテリーを接続してください 

  

⚠ 警 告 
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 仕様 
 

本製品の仕様  ※この仕様は予告なしに変更することがあります。 
サイズ W1,120 × D1,240 × H900 (mm) 

重量 336kg 

⾛⾏スピード 
うさぎモード︓MAX3.0km / h 

かめモード ︓MAX1.0km / ｈ 

最⼤斜度 20 度 

最⼤使用時間 約 2.5 時間（ガソリン満タン時） 

最⼤吐出量 0 〜 18L / 分 ※使⽤する動⼒噴霧器の能⼒によります 

使用時風量 0 〜 10,000（㎥ / 時） 

標準装備 

・エンジン（ 標準 :Willbe 製 GB300PE-150 セル有り ） 

・ファン×4 機（ 標準:二分割 ※オプション:四分割に変更可能 ） 

・整流板（ ワイド ） 

・ノズル（ ヤマホ新広角直 P-1 121133 ） 

・耐圧ホース（ 標準:φ8.5×100m ※φ8.5×50m に変更可能 ） 

・ファン⽤モーター350ｗ×4 機 

・⾛⾏⽤モーター650w×2 機 

・ホース巻上げ⽤モーター×1 機 

付属品 ・別冊エンジン説明書 
 

プロポ（Futaba FMT-02）の仕様 
最⼤使用時間 約 10 時間（フル充電時） 

付属品 

・プロポ⽤充電器 

・ニッケル水素電池 5.0Ｖ/1,800ｍAh 

・プロポ⽤ストラップ 

その他 
プロポについては以下の URL をご覧下さい。 

▼Futaba FMT-02 産業⽤プロポ 詳細ページ 

https://www.furutaka-netsel.co.jp/maker/futaba/fmt-02 
 
  



  №KA260601-3 

 -32-  
 

 さくいん 

あ 
安全上の注意 ........................................... 6 

運搬時について ...................................................... 7 
作業してはいけない人 .............................................. 6 
使用中の注意 ....................................................... 6 
バッテリーについて .................................................... 6 
保護具の着用 ....................................................... 6 
薬剤について......................................................... 7 
輸送時の注意 ....................................................... 8 

い 
インフォメーション ......................................... 35 

う 
運転前点検 ............................................. 14 

動⼒噴霧器 ....................................................... 14 
プロポ ............................................................... 15 
本製品 ............................................................. 14 
薬液タンク .......................................................... 14 

え 
エンジン .................................................. 16 

困ったときは ........................................................ 29 
始動 ................................................................ 17 
停止方法 .......................................................... 18 
保管 ................................................................ 26 

く 
クローラー ................................................ 21 

け 
警告灯 ................................................... 22 
警告ラベル ............................................... 13 

こ 
困ったときは 

エンジン ............................................................. 29 

プロポ ............................................................... 30 
本製品 ....................................................... 29, 30 

さ 
サービスと保証 

ご相談窓口 .......................................................... 9 
保証について ......................................................... 9 

し 
自然風 .................................................. 20 
順路 ..................................................... 23 
仕様 ..................................................... 31 

本製品 ............................................................. 31 

せ 
セッティング .............................................. 16 
セルキー ................................................. 21 

そ 
操作方法 

⾛⾏方法 .......................................................... 19 
⾛⾏用スティック ................................................... 19 
非常停止ボタン .................................................... 19 
噴霧方法 .......................................................... 19 

ち 
注意事項 ............................................ 5, 27 

て 
定期点検 ............................................... 27 
電源の入れ方 

エンジンの始動 ..................................................... 17 
プロポの電源 ....................................................... 17 

電源の切り方 
エンジンの停止 ..................................................... 18 
プロポの電源 ....................................................... 18 



  №KA260601-3 

 -33-  
 

と 
動⼒噴霧器 

保管 ................................................................ 26 

取扱説明書 .............................................. 5 

に 
日常点検 ................................................ 27 
日常点検項目 

エンジンを始動したら .............................................. 28 
エンジンを始動する前に ........................................... 27 
プロポを操作して ................................................... 28 

は 
はじめに ................................................... 5 

ふ 
プロポ 

運転前点検 ....................................................... 15 
困ったときは ........................................................ 30 
仕様 ................................................................ 31 
操作方法 .......................................................... 19 
電源の入れ方 ..................................................... 17 

電源の停止 ........................................................ 18 
保管 ................................................................ 26 
名称 ................................................................ 12 

噴霧 ..................................................... 21 

ほ 
ホース ................................................... 21 
保管 ..................................................... 26 
本製品 

困ったときは .................................................. 29, 30 
保管 ................................................................ 26 

め 
名称 ................................................ 10, 11 

も 
目次 ....................................................... 4 

や 
薬液タンク .............................................. 25 

保管 ................................................................ 26 

 
  



  №KA260601-3 

 -34-  
 

 メモ欄 
 
  



  №KA260601-3 

 -35-  
 

 インフォメーション 
 

 

 

※本書は、飯田精機 開発事業部 HP からも閲覧・ダウンロードできます。  

 

  

飯田精機 開発事業部 HP 
https://iidaseiki-deve.jp/ 

 

RC-Sprayer ⼩次郎 



  №KA260601-3 

 -36-  
 

 ご相談窓口 
 

 故障やトラブル、ご使用方法に関するご質問などは販売店にお問い合わせ下さい。 
 本製品に関する各種ご相談は、当社または販売店までお問い合わせ下さい。 
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